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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期
第３四半期
連結累計期間

第58期
第３四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （百万円） 74,251 85,203 99,515

経常利益 （百万円） 3,743 4,034 4,844

四半期（当期）純利益 （百万円） 2,138 2,434 2,792

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,167 2,469 2,835

純資産額 （百万円） 18,451 21,048 19,156

総資産額 （百万円） 33,117 36,981 33,471

１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 220.38 250.93 287.74

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － 250.58 －

自己資本比率 （％） 55.7 56.7 57.2

 

回次
第57期
第３四半期
連結会計期間

第58期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 97.96 111.13

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第57期第３四半期連結累計期間及び第57期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．１株当たり四半期（当期）純利益金額及び第58期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式については、「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」

制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有している当社株式を控除対象

の自己株式に含めて算出しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における物流業界を取り巻く環境は、政府の景気対策等の効果により、緩やかな景

気回復の動きが見られたものの、平成26年４月の消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が長引いて

いることに加え、個人消費の落ち込みなどにより、国内総貨物輸送量は減少しました。

また、燃料単価が下落しつつも、人材不足、ドライバー・車両不足の影響によるコスト上昇など、大変厳しく

また大きく変化していくものと思われます。

当社グループにおきましては、中期経営計画「ＦＦ２０１５」の最終年度として、主要事業の徹底強化とグ

ループ事業全体の連携を推進することにより、トランコムらしいＯｎｅ Ｓｔｏｐ ３ＰＬの実現にＡＬＬ ＴＲＡ

ＮＣＯＭで取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間につきましては、ロジスティクスマネジメント事業において、年末の繁忙期に向け

た対応及び来期に本格稼働する受託案件の事前準備に取り組んでまいりました。物流情報サービス事業において

は、減少傾向にある空車情報の確保に対応し、専属車両の増加を図るべく、パートナー輸送企業との連携を強化

いたしました。インダストリアルサポート事業においては、国内・海外と一体となった組織体制のもと、事業基

盤の確立に取り組みました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高852億３百万円（対前年同四半期増減率　

14.7％）、営業利益41億２百万円（同　7.2％）、経常利益40億34百万円（同　7.8％）、四半期純利益24億34百万

円（同　13.9％）となりました。

 

当社グループでは、事業内容を３つのセグメント及びその他に区分しております。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

①　ロジスティクスマネジメント事業

 
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

対前年同四半期
増減額

対前年同四半期
増減率

 百万円 百万円 百万円 ％

売上高 27,092 31,093 4,001 14.8

セグメント利益（営業利益） 2,100 2,034 △65 △3.1

売上高は、一部の拠点における業務廃止などによる減収要因はありましたが、平成26年４月に稼働した大型

案件が大きく寄与したこと、また既存拠点において物量が増加したことなどにより、増収となりました。

営業利益は、運営効率が悪化していた拠点が改善されたことによる増益要因はありましたが、平成26年４月

に稼働した大型案件の立ち上げ費用に加え、一部の拠点において運賃単価上昇に伴う費用増により、微減益と

なりました。

 

②　物流情報サービス事業

 
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

対前年同四半期
増減額

対前年同四半期
増減率

 百万円 百万円 百万円 ％

売上高 39,222 45,583 6,360 16.2

セグメント利益（営業利益） 1,562 1,846 284 18.2

各情報センターで、専属車両を増加させるなど空車情報の確保に注力したこと、過去から蓄積してきたデー

タを瞬時に加工・分析できるツールを構築・運用スタートし、情報収集・営業対応力を強化したことなどによ

り、成約件数が増加し、増収増益となりました。
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③　インダストリアルサポート事業

 
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

対前年同四半期
増減額

対前年同四半期
増減率

 百万円 百万円 百万円 ％

売上高 5,780 6,387 606 10.5

セグメント利益（営業利益） 181 202 21 11.9

国内拠点における新規案件の獲得に加え、海外拠点において収益力の向上が図られた結果、増収増益となり

ました。

 

④　その他

 
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

対前年同四半期
増減額

対前年同四半期
増減率

 百万円 百万円 百万円 ％

売上高 3,022 3,140 118 3.9

セグメント利益（営業利益） 127 177 49 39.4

情報システム開発において、主要顧客の在庫管理システム（ＷＭＳ）受託などにより増収増益となりまし

た。
 
(注)上記の数値は、セグメント間取引の消去はしておりません。
 

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の前連結会計年度末との比較情報は次のとおりであります。

①　資産

流動資産は、取引の増加に伴い受取手形及び売掛金が36億19百万円増加したことなどにより、28億37百万円

増加し220億68百万円となりました。

固定資産は、減価償却等により有形固定資産が３億59百万円減少した一方、ソフトウエア開発等により無形

固定資産が４億62百万円、関係会社株式の取得等により投資その他の資産が５億69百万円それぞれ増加したこ

とにより、６億72百万円増加し149億12百万円となりました。これらにより資産合計は、35億９百万円増加し

369億81百万円となりました。

②　負債

流動負債は、未払法人税等が７億11百万円減少した一方、取引の増加に伴い支払手形及び買掛金が12億53百

万円、消費税率の変更に伴い未払消費税等が７億48百万円それぞれ増加したことなどにより、17億52百万円増

加し132億43百万円となりました。

固定負債は、リース債務が１億36百万円減少したことなどにより、１億35百万円減少し26億89百万円となり

ました。これらにより負債合計は、16億17百万円増加し159億32百万円となりました。

③　純資産

純資産は、利益剰余金が18億１百万円増加したことなどにより、18億91百万円増加し210億48百万円となり、

自己資本比率は56.7％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた問題はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,324,150 10,324,150

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 10,324,150 10,324,150 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 10,324,150 － 1,080 － 1,230

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 605,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,715,600 97,156 －

単元未満株式 普通株式 2,950 － －

発行済株式総数  10,324,150 － －

総株主の議決権 － 97,156 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、100株（議決権１個）含まれて

おります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービ

ス信託銀行株式会社（信託口）が保有している当社株式15,000株（議決権の数150個）が含まれておりま

す。

３．「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式78株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

トランコム株式会社

名古屋市東区葵一丁目

19番30号
605,600 － 605,600 5.87

計 － 605,600 － 605,600 5.87

（注）「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託口）が保

有している当社株式15,000株は、上記自己保有株式に含まれておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,007 2,490

受取手形及び売掛金 15,143 ※ 18,762

商品 16 12

仕掛品 1 3

貯蔵品 14 14

前払費用 399 451

繰延税金資産 321 94

その他 333 246

貸倒引当金 △5 △7

流動資産合計 19,231 22,068

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,064 7,096

減価償却累計額 △3,220 △3,405

建物及び構築物（純額） 3,843 3,690

機械装置及び運搬具 2,842 3,050

減価償却累計額 △2,071 △2,258

機械装置及び運搬具（純額） 771 792

土地 2,767 2,701

リース資産 2,584 2,506

減価償却累計額 △863 △957

リース資産（純額） 1,720 1,548

その他 657 702

減価償却累計額 △434 △470

その他（純額） 222 232

有形固定資産合計 9,324 8,965

無形固定資産   

のれん 765 605

リース資産 11 7

ソフトウエア 1,471 1,356

ソフトウエア仮勘定 272 1,014

その他 185 182

無形固定資産合計 2,704 3,166

投資その他の資産   

投資有価証券 457 1,037

繰延税金資産 298 309

差入保証金 1,302 1,282

その他 225 226

貸倒引当金 △72 △76

投資その他の資産合計 2,210 2,780

固定資産合計 14,239 14,912

資産合計 33,471 36,981
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,549 7,802

短期借入金 1,346 1,475

リース債務 244 231

未払金 250 203

未払費用 1,098 1,442

未払法人税等 1,016 304

未払消費税等 199 948

賞与引当金 433 144

役員賞与引当金 34 30

その他 317 659

流動負債合計 11,490 13,243

固定負債   

長期借入金 17 1

リース債務 1,756 1,620

再評価に係る繰延税金負債 13 13

株式給付引当金 80 106

退職給付に係る負債 137 131

資産除去債務 399 404

長期未払金 106 106

その他 313 305

固定負債合計 2,824 2,689

負債合計 14,315 15,932

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,080 1,080

資本剰余金 1,230 1,230

利益剰余金 17,694 19,495

自己株式 △972 △973

株主資本合計 19,031 20,833

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 23 18

土地再評価差額金 24 24

為替換算調整勘定 27 71

退職給付に係る調整累計額 36 33

その他の包括利益累計額合計 111 146

新株予約権 － 61

少数株主持分 12 6

純資産合計 19,156 21,048

負債純資産合計 33,471 36,981
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 74,251 85,203

売上原価 68,759 79,493

売上総利益 5,491 5,710

販売費及び一般管理費 1,665 1,607

営業利益 3,826 4,102

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 8 10

助成金収入 9 10

その他 30 29

営業外収益合計 49 50

営業外費用   

支払利息 119 104

その他 13 14

営業外費用合計 132 119

経常利益 3,743 4,034

特別利益   

固定資産売却益 14 7

その他 0 0

特別利益合計 14 7

特別損失   

固定資産売却損 0 22

固定資産廃棄損 16 11

その他 4 0

特別損失合計 21 34

税金等調整前四半期純利益 3,736 4,006

法人税、住民税及び事業税 1,399 1,352

法人税等調整額 200 220

法人税等合計 1,600 1,572

少数株主損益調整前四半期純利益 2,135 2,433

少数株主損失（△） △2 △0

四半期純利益 2,138 2,434

少数株主損失（△） △2 △0

少数株主損益調整前四半期純利益 2,135 2,433

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 9 △5

為替換算調整勘定 21 44

退職給付に係る調整額 － △3

その他の包括利益合計 31 35

四半期包括利益 2,167 2,469

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,167 2,470

少数株主に係る四半期包括利益 0 △0
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務の計算方法を見直し、割引率について

は、従業員の平均残存勤務期間に近似する年数を残存期間とする債券の利回りに基づいて決定する方法から、

退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更

しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この変更が、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金、当第３四半期連結累

計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平

成25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用し、同第20項に掲げられた取扱いに従い、従来採用して

いた方法を継続しております。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めることを目的として、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳ

ＯＰ）」制度を導入しております。

（１）取引の概要

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に従い、当社及び当社子会社の従業員のうち一定の要件を満た

す者に対して、当社の株式を給付する仕組みであります。

また、本信託の信託財産に属する当社株式に係る議決権の行使は、信託管理人からの指図に従い受託者が

行いますが、かかる行使には、株式の給付対象者となる従業員の意思が反映される仕組みであります。

 

（２）「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30

号　平成25年12月25日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っておりま

す。

 

（３）信託が保有する自社の株式に関する事項

①　信託における帳簿価額は、前連結会計年度及び当第３四半期連結会計期間ともに40百万円でありま

す。信託が保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しております。

②　期末株式数は、前連結会計年度及び当第３四半期連結会計期間ともに15,000株であり、期中平均株式

数は、前第３四半期連結累計期間12,709株、当第３四半期連結累計期間15,000株であります。期末株式

数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連

結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 －百万円 174百万円
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偶発債務

当社及び一部の連結子会社が加入している、愛知県トラック事業厚生年金基金の平成26年２月27日開催の代議員

会において特例解散の方針を決議しております。

当決議により、同基金の解散に伴い費用の発生が見込まれますが、解散に伴う費用の金額と業績に与える影響に

つきましては、現時点で不確定要素が多く合理的に金額を算定することは困難であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 760百万円 903百万円

のれんの償却額 189 161

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 582 60.00 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

平成25年10月28日

取締役会
普通株式 310 32.00 平成25年９月30日 平成25年12月４日 利益剰余金

（注）平成25年10月28日取締役会決議の配当金の総額には、株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）に対する配当金０百万円が

含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日

定時株主総会
普通株式 310 32.00 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金

平成26年10月27日

取締役会
普通株式 320 33.00 平成26年９月30日 平成26年12月４日 利益剰余金

（注）１．平成26年６月19日定時株主総会決議の配当金の総額には、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財

産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有している当社株式15,000株に対する配当金

０百万円が含まれております。

２．平成26年10月27日取締役会決議の配当金の総額には、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産と

して、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有している当社株式15,000株に対する配当金０百

万円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連

結損益及

び包括利

益計算書

計上額

（注）３

 

ロジス

ティクス

マネジメ

ント事業

物流情報

サービス

事業

インダス

トリアル

サポート

事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 27,075 39,140 5,635 71,850 2,400 74,251 － 74,251

セグメント間の

内部売上高又は振替高
16 82 145 244 621 866 △866 －

計 27,092 39,222 5,780 72,095 3,022 75,118 △866 74,251

セグメント利益 2,100 1,562 181 3,843 127 3,970 △144 3,826

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム開発事業及び自動車

整備事業により構成し、一部の海外展開のための本社費用を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△144百万円には、セグメント間取引消去45百万円、のれんの償却額△189百万円が

含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．平成25年２月22日の株式取得に伴い連結子会社となった㈱スマイルスタッフ（インダストリアルサポート事

業）は、決算日を12月31日から３月31日に変更しております。この変更により、当第３四半期連結累計期間

は、平成25年４月１日から平成25年12月31日までの９ヶ月間を連結しております。なお、平成25年１月１日

から平成25年３月31日までの３ヶ月分の損益については、利益剰余金の増減額として調整しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連

結損益及

び包括利

益計算書

計上額

（注）３

 

ロジス

ティクス

マネジメ

ント事業

物流情報

サービス

事業

インダス

トリアル

サポート

事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 31,087 45,495 6,178 82,761 2,441 85,203 － 85,203

セグメント間の

内部売上高又は振替高
5 87 208 302 699 1,001 △1,001 －

計 31,093 45,583 6,387 83,063 3,140 86,204 △1,001 85,203

セグメント利益 2,034 1,846 202 4,084 177 4,261 △158 4,102

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム開発事業及び自動車

整備事業により構成し、一部の海外展開のための本社費用を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△158百万円には、セグメント間取引消去△19百万円、のれんの償却額△138百万円

が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 220円38銭 250円93銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 2,138 2,434

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,138 2,434

普通株式の期中平均株式数（株） 9,703,648 9,703,542

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 250円58銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） － 13,415

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

２．当社は、平成24年12月25日開催の取締役会において「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度を導入いたしま

した。当制度の導入に伴い、普通株式の期中平均株式数の算出に当たっては、資産管理サービス信託銀行株

式会社（信託口）が所有する当社株式（前第３四半期連結累計期間12,709株、当第３四半期連結累計期間

15,000株）を控除しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成26年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………320百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………33円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……平成26年12月４日

（注）１．平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

２．配当金の総額には、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度の信託財産として、資産管理サービス信

託銀行株式会社（信託口）が所有している当社株式15,000株に対する配当金０百万円が含まれており

ます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成27年２月５日
 

トランコム株式会社
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀧　　沢　　宏　　光　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　　崎　　裕　　司　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているトランコム株式

会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、トランコム株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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